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01 プロジェクトの概要
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福島ふくらみ PROJECTとは…

ひとつひとつの事業者が持続的にふくらんでいけば、福島はもっと 元気になる。ふく

らみプロジェクトは、事業者への長期的な伴走支援を通じて、未来への期待を“フクラマ

セテ”いくタクラミです。 2025年より新たにスタートし、小規模事業者・中小企業の付加

価値向上、販路開拓を支援する取組です。

本報告書では2025年度に実施した内容についてご報告いたします。
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02 2025年度の取組内容
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福島ふくらみプロジェクト公式note
https://note.com/fukuramipj
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福島ふくらみツアー（@とみおかワイナリー）
ツアー参加者からの提案

・富岡町という土地が持つ高い潜在能力を活かし、まずはドッグランのような小さな活動から段階
的に着手することでワイナリーの在り方を模索する。

・地域住民の「まちの拠点」として交流促進の役割を担い、ワインを片手に住民が車座で語り合え
るような、日常の延長線上にあるイベントを企画する。帰還した町民や他地域へ避難している町
民が集うきっかけを作り、「何かやりたい時はワイナリーへ」という意識を醸成することで、町
内外を繋ぐ交流拠点としての地位を確立する。

・「1年に1回、毎年変わらず楽しめる」という価値を軸にワイナリーがワインや町と共に成長する
ことでファン（支援者）の継続的な来訪動機と愛着を育む。

・週末に移住者が家族で訪れたくなる仕掛けとして、貸し農園などを通じた体験価値を提供する。
自分の育てた野菜をシェフが調理し、ワインと共に楽しむ究極の地産地消体験を創出する。
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福島ふくらみツアー（@とみおかワイナリー）
遠藤さんからの声

貴重な機会をいただきありがとうございます。専門家の
方から様々な意見をいただき、とても参考になりました。

多くのアイデアをいただくことができましたが、可能で
あれば何度か意見交換しながら具体的なアクションプラ
ンを練ることができればより良いかと思いました。

また、今回はデザインの専門の方でしたが、具体的なイ
ベント企画、商品開発などの専門の方に集客や売り上げ
を上げるための客観的なアドバイスを頂ければと思いま
した。引き続き御支援ご指導いただければ幸いです。
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福島ふくらみツアー（@大椙食品）
ツアー参加者からの提案

・キッチンカーの具体的なアイデアとして、マルシェや催事の出展ではなく、決まった場所で時間
を決めて開けるという屋台みたいな考え方でやるのはどうか。リヤカーで引いてくるおでん屋み
たいなもの。そういうダサさも必要。それが逆にかっこいい。

・外国人従業員を象徴とした「豆富食堂」にすることで、人に会いに行く仕組みを創出する。

・オケージョンに最適化した出口戦略として、キッチンカーでは、消費者が求める「屋台風のライ
ブ感」を徹底して演出することで豆富文化を伝承していく。一方で実店舗では売上確保により経
営基盤を安定化させる。キッチンカーを「ゴール」ではなく「ファンとの接点」として再定義し、
無理なくスモールスタートで行っていく。

・生産限界を逆手に取り、工場での「民泊」を導入し、「高付加価値な宿泊体験」を融合させるこ
とで、生産体制を維持しながら関係人口を創出する。
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福島ふくらみツアー（@大椙食品）
大椙さんからの声

久しぶりに面白い話ができました。僕は前職がアパレルで、

どうしてもかっこよく見せようとしてしまうところがある。

でも、それは違うらしいということがよくわかりました。

実は妻にも前から突っ込まれていたんです。豆富屋が小洒

落た雰囲気を出そうとしてどうするんだと（笑）。

僕自身も歳をとって、変わってきたところがあって。30

代の初めはガチガチにブランディングを固めてやっていた

んですけど、それだと疲れるし、そのブランディングに自

分がハマっていないことが、なんとなくわかっていたんで

しょうね。だからだんだん適当になってきて、そのままの

自分でもいいのかなって思い始めていたところだったんで

す。方向性は間違ってなかったなって今日の話を聞いて再

確認できました。
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DAY3
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福島ふくらみツアー（@肉の秋元本店）
ツアー参加者からの提案

・商品群の視覚的印象に一貫性が欠けている課題に対し、スペック（味や技術）ではなく「秋元さ
んの一家が手掛けるものなら間違いない」という情緒的ベネフィットを前面に押し出す。

・「家族会議での激しい議論」というエピソードを、冷凍食品のコンセプトに直結させる。「秋元
家激情の青椒肉絲」や「涙の角煮」といった、家族間のドラマを冠したストーリー仕立ての商品
開発やブランディングにより秋元家の食卓に参加するような体験を味わうことができる。

・一般的な栄養成分表示や味覚チャートではなく、「家族内のパワーバランス（支持率）」をグラ
フ化して提示する。作り手側の内情をユーモア交えて開示することで、ブランドの透明性と誠実
さ、共感を生むキッカケとなる。

・生産から外食までを自社で完結させることで、偽物流通リスクをゼロにし、利益率を最大化する
「D2C＋体験型店舗」モデルを確立する。
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福島ふくらみツアー（@肉の秋元本店）
秋元さんからの声

自分も仕事は畜産業ですけど、ブランド豚を育てて各

地に情報発信して、白河という土地の良さを知ってもら

いたいと思ってやってきました。みなさんの話を聞いて、

同じだな、これで間違いないなっていう原点を確認でき

たのがすごく良かったです。確信を持てたし、自信につ

ながりました。

あとは、あまりかっこつけずにありのままを表現する

ことがファンづくりにつながっていくという話も良かっ

たです。秋元はいろいろなブランドの商品があって、ど

れが一押しかわからない、デザインの統一感がないと言

われたんですが、秋元家はみんな言葉遊びが好きなので、

統一するのが難しくて。でもそういう流れを生かしてい

くためにも、家族のパワーバランスをグラフにしてパッ

ケージに載せるっていうのはすごくいいと思いました。

これは本気で、ぜひ実現しようと思います！
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DAY4
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福島ふくらみツアー（@よしだや）
ツアー参加者からの提案

・酒まんじゅうを学生や子供が日常的に購入できる接点を作り、「551の豚まん」のような「街の風
景に溶け込むソウルフード」を目指す。低投資・短期間での回収を前提とした「1坪店舗」「単品
販売」のようにスモールスタートでリスクを抑えたビジネスを展開する。

・製造過程で生じるB品を、単なる「安売り」ではなく「製造の背景や想い」を伝える媒介として活
用。完璧な完成品だけでは見えてこない、職人の手仕事や苦労を「物語」として共有することで、
ブランドへの理解と共感を深める独自のコミュニケーション設計を行う。

・「深夜の和菓子屋」や「酒蔵と連携したBar形式」など、既存の営業時間・提供価値を逆転させた、
店主が楽しみながら挑戦できる領域を事業化し、昼は子供の食卓、夜は大人の社交場といった、
時間帯によって表情を変える地域ハブへと進化させる。

・道の駅や地元客の多様なニーズなど、嗜好の多様性を許容する商品ラインナップの拡充により、
ターゲットを限定しない全世代型のブランド構築を目指す。

・きれいにパッケージに収まった商品ではなく、番重に並んだできたて感に価値を見出す。道の駅
等の画一的な売り場に対し、製造工程の見える化や臨場感を演出し、対極の価値を提示すること
で、消費者の本能に訴えかけ、圧倒的な差別化を図る。
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福島ふくらみツアー（@よしだや）
添田さんからの声

みなさんに言われたこと、僕ももちろんわかっては
いて。でも日々に追われていて、どうしてもお尻を
突っつかれないとやらないんですよね。だから今日は
こういうふうに面と向かって言ってもらえてすごくよ
かったです。やっぱりやらなきゃ駄目だよなと思いま
した。ときどきみなさんに突っつきにきてほしいぐら
いです。
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DAY5
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福島ふくらみツアー（@やまさ味噌こうじ店）
ツアー参加者からの提案

・ブランドの信頼性は既に十分であるため、今後はその背景にある「空気感」の伝達に注力する。ライ
ブコマース等を活用し、店主の想いや製造の舞台裏をリアルタイムで共有することで、単なる「モノ
の購入」を「造り手の価値観への共感と支持」へと変換し、購買意欲の深化を図る。

・「丁寧な生活をしたいが、実際には手間をかけられない」という現代人の潜在的なジレンマを解決す
る。ギフト需要から日常の「罪悪感のない手抜き」として冷凍味噌玉を提供することで、新規層の
ハードルを下げることに繋がる。

・味噌そのものだけでなく、“木桶”等を軸としたサブスクリプションモデルを構築する。単なる定額制
ではなく、「伝統文化を守るプロジェクトへの参画」という大義を提供し、長期的な顧客ロイヤリ
ティの向上と循環型社会に適応したブランド体験を創出する。

・家族の嗜好が保守的になりやすい味噌汁という領域においては「味噌を変えろ」という強いプロモー
ションは逆効果になりかねない。あえて宣伝色を抑えた「生活に溶け込む静かなデザイン」を採用し、
時間をかけてじっくりと「一家の味」を塗り替えていく、謙虚かつ戦略的な市場浸透を目指す。
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福島ふくらみツアー（@やまさ味噌こうじ店）
佐藤さんからの声

いろいろな視点からのアドバイスがあって、無理だ
よなと諦めていたアイデアも、やっぱり面白いんじゃ
ないかと見直すことができました。
それと後押しというか、このままでいいんだなと再

確認できたのがすごく良かったです。こういうつなが
りがあって今があると思っているので、もっと広い視
野で近隣の事業者さんや味噌屋さんとも切磋琢磨して
一緒にやっていけたらいいなと思います。
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#“地域”をテーマにみんなで学ぶ

地域で活躍する事業者や伴走者から学び、事業づくりの視点を広げる場として、「福島ふくらみ
セミナー」を2回開催しました。

Vol.1では、山形のデザイナー・吉野敏充氏、秋田のデザイ
ナー・澁谷和之氏を迎え、地域事業者が直面する課題に対
し、デザインがどのように機能するのかを事例とともに紹
介。また「東北デ、」の取組を通じ、地域に根ざした活動
の考え方を共有しました。

Vol.2では、タケフナイフビレッジ協同組合の戸谷祐次氏よ
り、越前打刃物の産地再生に向けた組織運営や技術承継の
実践事例を紹介いただきました。
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福島ふくらみセミナーセミナー（Vol.1）
セミナー概要
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福島ふくらみセミナーセミナー（Vol.1）
アンケート結果
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・吉野さんと澁谷さん、お二人の人柄や話し方、そしてどこに立ち、何を不思議がっているのか、
その着眼点や問いの立て方に、とても魅力を感じました。そこにきちんと向き合い、問い続けて
きたデザインだからこそ、嘘がなく、誠実さが伝わってくるのだと思います。
また、その土地の匂いや温度までが、そのままデザインになっているように感じられて、もっ

とお話聞きたかったです。

・「デザイン」の概念を分かりやすくお話いただき、大変参考となった。

・デザインだけではなく、地域や人、今までの経緯等をしっかり見据える必要があることを改めて
知る事が出来た。

・デザイナーと事業者の関係について、爆発的な売上より安定した経営継続が大切、教訓というこ
とが印象に残りました。 (事業所に有名芸能人が来てテレビに取り上げられて、劇的に忙しく
なった。その分、後の売上落ち込みが激しく、社内が疲弊した。苦しい状況を作るようなデザイ
ンは断ることも必要)

福島ふくらみセミナー（Vol.1）
参加者からの感想
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福島ふくらみセミナーセミナー（Vol.1）
セミナーの様子@富岡町
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福島ふくらみセミナーセミナー（Vol.2）
セミナー概要
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福島ふくらみセミナーセミナー（Vol.2）
アンケート結果
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・伝統工芸であるにも関わらず、時代の変化に対応する柔軟な考え、同業者にも自身の”手の内”を
惜しまず見せるなど、地域の発展も見据えた取組事例として大変参考となった。

・協同組合として、全員で後継者を育てるという取り組みは面白いし技術を承継していくためには
必要なことだと感じた。また、伝統を大切にするためには裏切ることも大事だという信念は、
まさにそのとおりだと感じた。

・技術の固定概念を変えた実例でしたので大変興味深かったです。と同時にその変化に嬉しい気持
ちにもなりました。変化を恐れずやる！空気が電波していくのが自分にも伝わり気合入りました！

・協同組合で技術向上や情報共有できるとは想定していましたが、組合活動に消極的、価値観の違う
多様性も受け入れながら結束を維持して、高級店化での販路開拓、海外市場で高い評価を得ている
ことは驚きました。

福島ふくらみセミナー（Vol.2）
参加者からの感想
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福島ふくらみセミナーセミナー（Vol.2）
セミナーの様子@白河市
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本プロジェクトは、福島県内の事業者が持続的に成長し、未来への期待を膨らませることを目的とした長期的な伴走支援事

業として、今期は“デザイン”をキーワードに事業を展開してまいりました。デザインを単なる「見た目」ではなく、ブランド

価値向上や販路開拓に不可欠な経営戦略として位置づけ、「見つける・磨く・魅せる」のサイクルを回しながら、伴走支援を

通じて各事業者に実感を伴う新たな視点や気づきを促すとともに事業者の意識改革につながりました。また、「ありのまま」

の姿や潜在的な魅力を価値に変えるブランディング支援を通じて、地域資源の潜在能力を引き出し、事業者の自信とモチベー

ション向上に繋げることができました。

福島ふくらみプロジェクト
まとめ
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・本プロジェクトは、小規模事業者、中小企業が自社事業を改めて見つめ直し、自社の付加価値向上に前向きに取り組む契機

となっている。今回の取組が貴重なモデルケースとなり、福島県内の小規模事業者、中小企業に展開し、産業の活性化に繋

げていく。

・引き続き戦略的デザイン活用を推進し、習得した思考プロセスを各事業者が商品開発から組織変革、ブランディングまで実

務レベルでデザイン経営を導入・実践する。さらに将来を見据えたブランディングを通じて、若手経営者が自社の将来に希

望を持てる環境を整え、若者や後継者の地元定着を促進させていく。

・今期で得られた事業者の意識変化を基盤に、本格的な商品開発とブランド構築を進めていく。直営のファクトリーショップ

のPRや地域ツアーを企画・実施し、商品だけでなく地域そのものの魅力を体験できる機会を創出することで、多様な移住者

や訪問者を増加させていき、個社から面的な活性化へ繋げていく。

福島ふくらみプロジェクト
今後の展開について
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